
�．はじめに
本文献リスト・シリーズでは，１９８９年ま

では「集中的グループ経験」「集団精神療

法」のリストは別々に作成されている

が，１９９０年からは２つのジャンルは一緒に

収録されている．以下にこれまでのリスト

を示す．

●「集中的グループ経験」に関する文献リ

スト（～１９８９）

（１） 野島一彦 １９８３ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（～１９６９）―付：グループ関係者（団

体）名簿〔１９８２年１２月現在〕 福岡大

学人文論叢，１４（４），１４５７―１４７９．

（２） 野島一彦 １９８０ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９７０～１９８０） 九州大学教育学部心理

教育相談室紀要，６，６９―９３．

（３） 野島一彦 １９８２ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８１）―付：同 リ ス ト〔１９７０～

１９８０〕の追録 九州大学心理臨床研

究，１，８７―９５．

（４） 野島一彦 １９８３ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８２）―付：同 リ ス ト〔１９７０～

１９８１〕の追録九州大学心理臨床研究，

２，１０７―１１５．

（５） 野島一彦 １９８４ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８３）―付：同リスト〔～１９８２〕の

追録およびグループ関係者（団体）名

簿〔１９８３年１２月現在〕 福岡大学人文

論叢，１５（４），１４７９―１５１５．

（６） 野島一彦 １９８５ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８４）―付：同リスト〔～１９８３〕の

追録およびグループ関係者（団体）名

簿〔１９８４年１２月現在〕 福岡大学人文

論叢，１６（４），１５２７―１５６３．

（７） 野島一彦 １９８６ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８５）―付：同リスト〔～１９８４〕の

追録 福岡大学人文論叢，１７（４），７７５

―７９０．

（８） 野島一彦 １９８７ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８６）―付：同リスト〔～１９８５〕の

追録 福岡大学人文論叢，１８（４），９０１

わが国の「集中的グループ経験」と「集団精神療法」
に関する文献リスト（２０１３）
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―９１４．

（９） 野島一彦 １９８８ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８７）―付：同リスト〔～１９８６〕の

追録 福岡大学人文論叢，１９（４），９８１

―９９４．

（１０） 野島一彦 １９８９ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８８）―付：同リスト〔～１９８７〕の

追録 福岡大字人文論叢，２０（４），１３９１

―１４１１．

（１１） 野島一彦 １９９０ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８９）―付：同リスト〔～１９８８〕の

追録 福岡大学人文論叢，２１（４），１６６９

―１６８７．

●「集団精神療法」に関する文献リスト

（～１９８９）

（１） 野島一彦 １９９１ わが国の「集団精

神療法」に関する文献リスト（～

１９８９）―その�：単行本，研究論文
福岡大学人文論叢，２３（２），５０１―５３３．

（２） 野島一彦 １９９１ わが国の「集団精

神療法」に関する文献リスト（～

１９８９）―その�：学会発表，翻訳，書
評，海外文献紹介 福岡大学人文論

叢，２３（３），８０１―８３２

●「集中的グループ経験」と「集団精神療

法」に関する文献リスト（１９９０～）

（１） 野島一彦 １９９１ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９０） 福岡大学

人文論叢，２２（４），１１１５―１１４７．

（２） 野島一彦 １９９２ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９１） 福岡大学

人文論叢，２３（４），１０８７―１１２４．

（３） 野島一彦 １９９３ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９２） 福岡大学

人文論叢，２４（４），１３４３―１３８２．

（４） 野島一彦 １９９４ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９３） 福岡大学

人文論叢，２５（４），１８０５―１８３４．

（５） 野島一彦 １９９５ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９４） 福岡大学

人文論叢，２６（４），１８０９―１８３４．

（６） 野島一彦 １９９６ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９５） 福岡大学

人文論叢，２７（４），２０４９―２０７４．

（７） 野島一彦・坂中正義 １９９７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９６）

九州大学心理臨床研究，１６，８１―９９．

（８） 野島一彦・坂中正義 １９９８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９７）

九州大学心理臨床研究，１７，９９―１１２．

（９） 野島一彦・坂中正義 １９９９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９８）

九州大学心理臨床研究，１８，１３５―１５０．

（１０） 野島一彦・坂中正義 ２０００ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９９）

九州大学心理臨床研究，１９，１０３―１２０．

（１１） 野島一彦・坂中正義 ２００１ わが国
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の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０００）

九州大学心理臨床研究，２０，１０３―１２０．

（１２） 野島一彦・坂中正義 ２００２ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００１）

九州大学心理臨床研究，２１，１５１―１６８．

（１３） 野島一彦・坂中正義 ２００３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００２）

九州大学心理臨床研究，２２，２０７―２２３．

（１４） 野島一彦・坂中正義 ２００４ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００３）

九州大学心理臨床研究，２３，１３１―１４３．

（１５） 野島一彦・坂中正義 ２００５ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００４）

九州大学心理臨床研究，２４，１１７―１２８．

（１６） 野島一彦・坂中正義 ２００６ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００５）

九州大学心理臨床研究，２５，１３７―１５３．

（１７） 野島一彦・坂中正義 ２００７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００６）

九州大学心理臨床研究，２６，２５１―２６８．

（１８） 野島一彦・坂中正義 ２００８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００７）

九州大学心理臨床研究，２７，１３７―１５２．

（１９） 野島一彦・坂中正義 ２００９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００８）

九州大学心理臨床研究，２８，１６５―１７９．

（２０） 野島一彦・坂中正義 ２０１０ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００９）

九州大学総合臨床心理研究，２，１０１―

１２１．

（２１） 野島一彦・坂中正義 ２０１１ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１０）

九州大学総合臨床心理研究，３，１８５―

１９８．

（２２） 野島一彦・坂中正義 ２０１３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１１）

九州大学総合臨床心理研究，４，１４３―

１６２．

（２３） 野島一彦・坂中正義 ２０１３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１２）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，９，３―１８．

今回のリストは，「集中的グループ経

験」と「集団精神療法」の２０１３年（１月～

１２月）の文献を収録している．また，これ

までのリストにもれたものを追録という形

で収録している．

第�部：「集中的グループ経験」

「集中的グループ経験」には，感受性訓

練（ST），Tグループ，ラボトリー・ト

レーニング，グループ・カウンセリング，

健康増進セミナー，自己発見のための合宿

セミナー，自己との出会いのためのグルー

プ合宿，エンカウンター・グループ，グ

ループ・アプローチ，Lグループ，IPR，

CST，行動集団カウンセリング，ゲシュタ
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ルト療法，交流分析等が含まれる．主に

＜成長＞，＜訓練＞を目的とするグループ

である．

２０１３年の概況は次のようである．単行本

は，３冊刊行された．研究論文は，３６本で

前年より減少した．学会発表（口頭発表）

は，日本心理臨床学会で２５本，日本カウン

セリング学会で１８本，日本人間性心理学会

で８本，日本集団精神療法学会で３本，日

本教育心理学会で２本で，前年より減少し

た．翻訳（単行本）は，発行されなかっ

た．

A．単行本

１．福山清蔵 ２０１３ 対人援助のためのグ

ループワーク 誠信書房

２．福山清蔵 ２０１３ 対人援助のためのグ

ループワーク２ 誠信書房

３．武藤由佳 ２０１３ 構成的グループ・エ

ンカウンターによる心理教育的援助 風

間書房

B．研究論文

１．新居みちる ２０１３ 認知／行動療法の

理論を手がかりとしたグループ・アート

セラピーの援助効果の検討─復職支援デ

イケアにおけるうつ病および社会不安を

抱える休職者への実践から─ 心理臨床

学研究，３１（１），８３―９４．

２．増野 肇 ２０１３ 今必要なグループ

ワーク 精神療法，３９（３），２―３．

３．中尾陽子 ２０１３ ラボラトリー方式の

体験学習を通して得られる気づきに関す

る検討 人間関係研究，（１２），３１―７０．

４．野島一彦 ２０１３ 大学院におけるエン

カウンター・グループ・ファシリテー

ター養成プログラム 跡見学園女子大学

文学部臨床心理学科紀要，１，４３―５１．

５．新開佳子 ２０１３ PCAグループ初めて

のファシリテーター体験記 東亜大学大

学院総合学術研究科臨床心理相談研究セ

ンター紀要，１３，６５―６８．

６．渡辺 元・北田朋子・村山正治 ２０１３

看護学校におけるPCAグループファシリ

テーター体験報告 東亜大学大学院総合

学術研究科臨床心理相談研究センター紀

要，１３，９５―９８．

C．学会発表

１．相原 誠 ２０１３ 大学生におけるPCA

グループ体験の意味 日本カウンセリン

グ学会第４６回大会

２．麻生典子 ２０１３ 虐待予防における身

体接触を用いたペアレントトレーニング

の実践―養育困難な母親を対象として―

日本心理臨床学会第３２回大会論文集，

３６９．

３．千原雅代・酒井 生他 ２０１３ 小学校

における教員支援プログラムの実践的作

成―見立てによって関係性の改善を支援

する― 日本心理臨床学会第３２回大会論

文集，４１４．

４．福地直哉・淺井未百 ２０１３ 東日本大

震災後の福島における若者を対象とした

ピアサポートの実践グループアプローチ

による“自己への気づき”と“他者との

出会い”の場の創造～ 日本心理臨床学

会第３２回大会論文集，１９８．

５．原田恵理子・渡部弥生 ２０１３ 高校生

を対象とするSSTの効果の検討―教職課

程の学生を含む授業者の違いに焦点をあ

てて― 日本カウンセリング学会第４６回
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大会

６．平宮正志 ２０１３ 詩作活用エクササイ

ズと孤独感に関する一研究 日本カウン

セリング学会第４６回大会

７．本間恵美子・斉藤まさ子他 ２０１３ ひ

きこもり親の会における参加者の変化に

関する調査研究 日本カウンセリング学

会第４６回大会

８．池田豊應・鈴木規浩他 ２０１３ 不登校

生徒のためのグループ・アプローチ

（１３）―各メンバーの成長をめぐって―

日本人間性心理学会第３２回大会発表論

文集，８０―８１．

９．稲垣応顕・松井理納他 ２０１３ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（６１）―アサーション度の向上と学級適

応に関する事例検討― 日本カウンセリ

ング学会第４６回大会

１０．井上美沙・高岡しの他 ２０１３ 大学生

に対するうつ予防プログラムのランダム

化比較試験（１）―集団認知行動療法の介

入効果― 日本心理臨床学会第３２回大会

論文集，３２９．

１１．井ノ山正文・田上不二夫 ２０１３ 対人

関係ゲームによる学級の人間関係づくり

（６２）―環境調整を目的とした学級支援

の取組― 日本カウンセリング学会第４６

回大会

１２．伊藤 孝・中村恵子他 ２０１３ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（５７）―小学校生活における充実感の要

因― 日本カウンセリング学会第４６回大

会

１３．井山綾子・末原有紀他 ２０１３ 児童相

談所における一時保護児グループの試み

（３）―一時保護中の学齢児を対象とした，

「セカンドステップ」によるグループ

ワークの実践報告― 日本心理臨床学会

第３２回大会論文集，４８３．

１４．加本有希・関戸直子他 ２０１３ 私達を

探してください！―児童期女子グループ

における「かくれんぼ」― 日本心理臨

床学会第３２回大会論文集，２７７．

１５．兼藤正一郎・永澤道代他 ２０１３ ペア

レント・トレーニング・プログラムを活

用した地域発達支援の臨床�ペアレン
ト・トレーニングとティーチャー・ト

レーニングの相違について 日本心理臨

床学会第３２回大会論文集，１４１．

１６．金子周平 ２０１３ パーソンセンター

ド・アプローチによる教師へのアサーシ

ョン研修の効果 日本心理臨床学会第３２

回大会論文集，３１８．

１７．金子周平 ２０１３ 看護学生がワークへ

の参加の仕方を選択するエンカウン

ター・グループ―安全感と気づきのファ

シリテーション― 日本人間性心理学会

第３２回大会発表論文集，１３４―１３５．

１８．菅野絵里子 ２０１３ 発達障害児の親を

対象としたペアレントトレーニングの効

果―「前向き子育てプログラム（Tri-

pleP）」の実践から― 日本心理臨床学

会第３２回大会論文集，３４４．

１９．苅間澤勇人・河村茂雄 ２０１３ 高校入

学時におけるグループアプローチを用い

た援助―新入生の予期不安への介入―

日本カウンセリング学会第４６回大会

２０．河村茂雄 ２０１３ 育てるカウンセリン

グ―國分記念賞受賞者講演：学級集団と

グループ・アプローチ 日本カウンセリ

ング学会第４６回大会

２１．黒木幸敏 ２０１３ 中学校でのアサーシ
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ョン・トレーニングを中心とした心理教

育の実践 日本心理臨床学会第３２回大会

論文集，５３．

２２．前出経弥 ２０１３ 漢字表現グループの

試みとその意義―グループによる漢字フ

ォーカシングと付箋を用いることの意味

― 日本人間性心理学会第３２回大会発表

論文集，１５８―１５９．

２３．松井宏樹・兼藤正一郎他 ２０１３ ペア

レント・トレーニング・プログラムを活

用した地域発達支援の臨床�ペアレン
ト・トレーニングの効果および保護者の

認識／行動の変容過程 日本心理臨床学

会第３２回大会論文集，１３９．

２４．松澤裕子・田上不二夫 ２０１３ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（６３）―児童主体のゲーム展開を支援す

る取り組み― 日本カウンセリング学会

第４６回大会

２５．末原有紀・中村真理他 ２０１３ 児童相

談所における一時保護児グループの試み

（２）―一時保護中の幼児を対象とした，

「セカンドステップ」によるグループ

ワークの実践報告― 日本心理臨床学会

第３２回大会論文集，４８２．

２６．水野邦夫 ２０１３ 継続・研修型SGEに

おける参加者の気分の変化―深まり・モ

チベーションについて考える― 日本カ

ウンセリング学会第４６会大会

２７．長野恵子・西村麻希他 ２０１３ 県外か

らの避難者に対するグループ支援活動の

プロセス 日本心理臨床学会第３２回大会

論文集，２９４．

２８．永澤道代・松井宏樹他 ２０１３ ペアレ

ント・トレーニング・プログラムを活用

した地域発達支援の臨床�ティーチ

ャー・トレーニングのあり方，進め方の

一考 日本心理臨床学会，第３２回大会論

文集，１４０．

２９．永田陽子・櫃田紋子 ２０１３ 災害被災

児とその支援者に対するピアサポートプ

ログラム―被災地における『シルバーラ

イニング』の導入と実践効果の検討―

日本心理臨床学会第３２回大会論文集，４４．

３０．中村麻衣子・中村扶実子 ２０１３ 高校

におけるピアカウンセラー養成プログラ

ムの検討（１）―２０１２年度のプログラムの

評価― 日本心理臨床学会第３２回大会論

文集，３７３．

３１．中村扶実子・中村麻衣子 ２０１３ 高校

におけるピアカウンセラー養成プログラ

ムの検討（２）―複数年受講生用プログラ

ムの開発― 日本心理臨床学会第３２回大

会論文集，３７４．

３２．中村恵子・伊藤 孝他 ２０１３ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（５８）―中学校生活における充実感の要

因― 日本カウンセリング学会第４６回大

会

３３．中植満美子・小泉 誠他 ２０１３ 不適

応行動のある児童養護施設入所児童への

集団療法その２施設内での集団療法実施

に求められる要因とその課題 日本心理

臨床学会第３２回大会論文集，２４０．

３４．根塚明子 ２０１３ 適応指導教室におけ

る心理的援助臨床心理士の専門性を活か

すこと 日本心理臨床学会第３２回大会論

文集，２０２．

３５．日本カウンセリング学会（第４６回）

２０１３ 集団バランスの中で対人関係の成

熟を促す対人関係ゲーム（４）―青年期に

おける対人関係ゲームの活用―
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西澤佳代・瀧澤洋司（企画者）

吉岡典彦・小池良江他（話題提供者）

日本カウンセリング学会第４６回大会

３６．日本人間性心理学会（第３２回）２０１３

自主企画シンポジウム〈グループ・ファ

シリテーター体験を語り合う集い〉

野島一彦（企画者）

岡村達也・坂中正義・高橋紀子・金子

周平（話題提供者）

日本人間性心理学会第３２回大会発表論

文集，５６―５７．

３７．野島一彦 ２０１３ 大学院におけるエン

カウンター・グループ・ファシリテー

ター養成プログラム 日本集団精神療法

学会第３０回大会抄録集，２２．

３８．岡林春雄 ２０１３ コミュニケーション

スキルトレーニングの実践―自尊感情の

変容は？― 日本人間性心理学会第３２回

大会発表論文集，７６―７７．

３９．大森眞澄・青戸由理子 ２０１３ 精神科

新任看護師のためのサポートグループの

実践 日本集団精神療法学会第３０回大会

抄録集，２３．

４０．大野 保・松田秀子 ２０１３ アサーシ

ョントレーニングを取り入れた高等学校

英語教育による自尊感情向上効果に関す

る実験研究 日本カウンセリング学会第

４６回大会

４１．榊 惠子 ２０１３ ピア・グループにお

ける同質性と異質性―精神看護学教員グ

ループ体験― 日本集団精神療法学会第

３０回大会抄録集，２１．

４２．下垣佳央里・相馬誠一 ２０１３ 教育支

援センター（適応指導教室）におけるグ

ループ・アプローチを用いた実践的研究

日本心理臨床学会第３２回大会論文

集，５１６．

４３．鈴木亮子 ２０１３ 介護者への心理社会

的アプローチとしての家族支援プログラ

ム―認知症における心理教育― 日本心

理臨床学会第３２回大会論文集，３５０．

４４．鈴木郁子 ２０１３ ラボラトリー方式の

体験学習におけるシェアリングの効果の

検討―教員研修における認知行動療法的

手法の活用― 日本教育心理学会第５５回

総会

４５．田上不二夫・中村恵子他 ２０１３ 対人

関係ゲームによる学級の人間関係づくり

（５６）―小・中学校生活における充実感

― 日本カウンセリング学会第４６回大会

４６．高橋紀子 ２０１３ ファシリテーション

研修会におけるオーガナイザーの役割―

理論的背景，実践領域の違うファシリ

テーターの集まる場作りの試み― 日本

人間性心理学会第３２回大会発表論文集，

８６―８７．

４７．高岡しの・井上美沙他 ２０１３ 大学生

に対するうつ予防プログラムのランダム

化比較試験（２）―集団認知行動療法の５

ヶ月フォローアップにおける維持効果―

日本心理臨床学会第３２回大会論文

集，３３０．

４８．高岡しの・猪澤 歩他 ２０１３ 女子短

大生に対するグループワークプログラム

実践の試み 日本教育心理学会第５５回総

会

４９．塚瀬将之・天笠ジェイムスジョンソン

他 ２０１３ 児童期男子グループにおける

子どもの対立とその変容過程 日本心理

臨床学会第３２回大会論文集，２７６．

５０．徳永淑乃 ２０１３ 児童福祉施設職員の

PCAグループ体験に関する一考察 日本
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人間性心理学会第３２回大会発表論文

集，１４８―１４９．

５１．富家直明・新川広樹他 ２０１３ 定時制

高校における映画制作活動を通じたソー

シャルスキル教育の試み 日本カウンセ

リング学会第４６回大会

５２．内田圭子・田上不二夫 ２０１３ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（５９）―高校生のスクール・モラールに

関する縦断的研究― 日本カウンセリン

グ学会第４６回大会

５３．山縣真由美・杉山秀樹 ２０１３ 認知症

病棟でのグループ回想法の試み 日本心

理臨床学会第３２回大会論文集，２８２．

５４．山本 獎 ２０１３ 高校生のストレスマ

ネジメントにおけるワークシートと話し

合い活動の効果―対処行動レパートリー

拡大のためのプログラムによる検討―

日本カウンセリング学会第４６回大会

５５．湯本幸平・末原有紀他 ２０１３ 児童相

談所における一時保護児グループの試み

（１）―一時保護中の学齢児を対象とした，

コラージュによるグループワークの実践

報告― 日本心理臨床学会第３２回大会論

文集，４８１．

５６．湯本幸平 ２０１３ 市役所職員を対象と

したグループアプローチの実践報告―

PCAGIP法で育てる “元気の芽”― 日

本人間性心理学会第３２回大会発表論文

集，１１６―１１７．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

〔該当文献なし〕

付：「集中的グループ経験」に関する文献

リスト〔～２０１２〕の追録

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．安部恒久 ２０１２ ファシリテーター／

コ・ファシリテーター 日本人間性心理

学会編「人間性心理学ハンドブック」

（創元社），３９３．

２．平野信喜 ２０１２ セルフ・ヘルプグ

ループ 日本人間性心理学会編「人間性

心理学ハンドブック」（創元社），３５０―３５１．

３．鎌田道彦・志村万由美 ２０１１ 学校内

で不登校生徒の保護者会を実施すること

の意味に関する考察─学校組織の不登校

対策の充実に向けて─ 東亜臨床心理学

研究，１０（１），２１―３４．

４．松 浦 光 和 ２０１２ Basic Encounter

Group経験の効果についての実証的な研

究 宮城学院女子大学研究論文集，１１４，

１―７．

５．松 浦 光 和・坂 原 明 ２０１２ Basic

Encounter Group参加者の所感の分類

宮城学院女子大学研究論文集，１１４，９―

２４．

６．松永邦弘 ２０１２ 大学での不登校の子

どもに対する集団活動を通した支援―集

団活動プログラムによる支援とその意義

― カウンセリング研究，４５（３），１８４―

１９３．

７．本山智敬 ２０１２ ラホイヤ・プログラ
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ム 日本人間性心理学会編「人間性心理

学ハンドブック」（創元社），４２５．

８．村上博志 ２０１２ グループ・フォーカ

シングのこれまでの展開と今後の展望に

ついて 九州大学総合臨床心理研究，

４，１１１―１１８．

９．中地展生 ２０１２ 日本における不登校

児の親グループ研究の文献展望―１９９０～

２０１０年を対象に― カウンセリング研

究，４５（４），２３９―２４７．

１０．西村 馨・菊池雅彦 ２０１２ 中学校通

級指導学級がもつグループの力 心理臨

床学研究，３０（４），４６７―４７７．

１１．岡本茂樹 ２０１２ グループワークと交

換ノートを用いた殺人を犯した受刑者に

対する心理的支援 心理臨床学研究，３０

（４），５５９―５７０．

１２．高松 里 ２０１２ サポート・グループ

日本人間性心理学会編「人間性心理学ハ

ンドブック」（創元社），３１８―３１９．

C．学会発表

１．千原美重子 ２０１２ 学生への対人関係

トレーニングが及ぼす心理的提供～特に

実施後の基本的信頼感の分析から～ 日

本教育心理学会第５４回総会

２．石川悦子・樫木啓二他 ２０１２ 大学に

おける発達障害学生への支援（第２報）

―グループ活動（WADS）における卒業

生との交流― 日本心理臨床学会第３１回

大会論文集，１０５．

３．唐澤由理 ２０１２ 集団コラージュの復

職支援への導入―集団・集団法と集団・

個人法とを組み合わせたプログラムの試

み― 日本心理臨床学会第３１回大会論文

集，９３．

４．北川 恵 ２０１２ The Circle of Secu-

rity proguram に参加した母親アタッ

チメント表象の変化 日本心理臨床学会

第３１回大会論文集，５７７．

５．毛利真弓・下郷大輔他 ２０１２ 刑務所

における対話グループと受刑者の変化―

犯罪行動変化の過程に臨床心理士がどの

ように関われるか― 日本心理臨床学会

第３１回大会論文集，１３６．

６．日本心理臨床学会（第３１回）２０１２自主

シンポジウム〈ゲシュタルト療法と若手

の臨床実践―医療，大学院教育，発達障

害者支援―〉

細越寛樹（企画者）

原谷直樹（司会者）

中西美和・細越寛樹・志野静穂（話題

提供者）

倉戸ヨシヤ・井上文彦・倉戸由紀子・

中西龍一・利根川雅弘（指定討論者）

日本心理臨床学会第３１回大会論文集，７０８．

７．日本教育心理学会（第５４回総会）２０１２

自主企画シンポジウム＜教育現場でのア

サーション・トレーニング＞

園田雅代（企画・司会者）

黒木幸敏（話題提供者）

中釜洋子（話題提供者）

豊田英昭（話題提供者）

日本教育心理学会第５４回総会プログラム

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介
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〔該当文献なし〕

第�部：「集団精神療法」

「集団精神療法」には，集団心理療法，

グループ・セラピィ，心理劇（サイコドラ

マ），活動集団療法，集団遊戯療法，集団

分析，グループワーク，治療キャンプ，集

団絵画療法，音楽療法，生活技能訓練

（SST），デイケア，治療共同体，ソーシャ

ル・クラブ，セルフ・ヘルプ・グループ，

ダンス療法，グループ連動表現療法，レク

リェーション療法等が含まれる．主に＜治

療＞を目的とするグループである．

２０１３年の概況は次のようである．単行本

は１冊刊行された．研究論文は，６７本で前

年より増加した．学会発表（口頭発表）は，

日本集団精神療法学会で３５本，日本心理臨

床学会で２４本，日本教育心理学会で１０本，

日本カウンセリング学会で５本，日本人間

性心理学会で４本，日本心理学会で４本，

日本産業カウンセリング学会で１本で前年

より増加した．翻訳（単行本）は発行され

なかった．

A．単行本

１．高良 聖 ２０１３ サイコドラマの技法

―基礎・理論・実践― 岩崎学術出版社

B．研究論文

１．安里勝人・中村由香里 ２０１３ 当院に

おけるアルコール依存症入院治療プログ

ラムと自助グループとの連携について

―グラウンデッド・セオリー・アプロー

チを用いた自助グループへ繋がるプロセ

スの探索― 集団精神療法，２９（２），１８３

―１８９．

２．築田昌明・横山太範他 ２０１３ 多様化

するうつ病に対する集団精神療法（２）

集団認知行動療法，バーバルグループ，

アクショングループの比較 集団精神療

法，２９（２），１４８―１５３．

３．藤澤美穂 ２０１３ 岩手県沿岸部の仮説

住宅コミュニティ支援と，支援チームと

いうグループ 集団精神療法，２９（１），５４

―６０．

４．古川弘子 ２０１３ サハラより自戒を込

めて 集団精神療法，２９（１），９０．

５．荻原加奈美・山口香織他 ２０１３ 学習

グループ ２０１２年度活動報告 医療法人

コミュノテ風と虹２０１２年度臨床活動報告

論文集，８７―９０．

６．原 敬造 ２０１３ 被災地での地域精神

保健の新たな取り組み―からころステー

ションの実践から― 集団精神療法，２９

（１），６８―７３．

７．樋掛忠彦 ２０１３ コミュニティと集団

精神療法 集団精神療法，２９（２），１２２―

１２６．

８．ひいらぎ ２０１３ 日本AAに求めるも

の―一人のAAメンバーの意見として―

集団精神療法，２９（２），２６２―２６８．

９．平島奈津子・衛藤暁美・長井友子

２０１３ 集団認知行動療法に対する力動的

な理解の効用 ―グループ・スーパービ

ジョンを通して― 集団精神療法，２９

（２），１７６―１８２．

１０．平野直己・松田 考 ２０１３ 地域にお

けるニート・ひきこもりの若者への自立

支援：人はひとりで立つが故に共に立つ

集団精神療法，２９（１），３１―３７．

１１．堀 有伸 ２０１３ 福島県相馬市の現状
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についての報告 集団精神療法，２９

（１），６１―６７．

１２．池田耕平・矢野夕紀他 ２０１３ ２０１２年

度 「措置ミーティング」活動報告 医

療法人コミュノテ風と虹２０１２年度臨床活

動報告論文集，９１―９３．

１３．池田真人 ２０１３ コミュニティ体験と

グループ体験―集団精神療法家と集団精

神療法家の課題として― 集団精神療

法，２９（２），２１２―２１６．

１４．今泉伸一・塚本泰一他 ２０１３ ２０１２年

度 のみもの依存症グループ活動報告

医療法人コミュノテ風と虹２０１２年度臨床

活動報告論文集，７９―８２．

１５．甲斐千穂・山口禮子他 ２０１３ ２０１２年

度「薬物依存症者のための勉強会」活動

報告 医療法人コミュノテ風と虹２０１２年

度臨床活動報告論文集，６０―６３．

１６．梶本浩史・橋 馨他 ２０１３〈こうえ

ん〉―そこにあるように― 集団精神療

法，２９（２），１３４―１３６．

１７．梶本浩史 ２０１３ グループに求めるも

の 集団精神療法，２９（２），２５１―２５６．

１８．柿田充弘・三沢 緑 ２０１３ 特別企画

「行列のできるグループ相談所」を開催

して―地域でのグループと集団精神療法

をめぐる思い― 集団精神療法，２９

（２），２１７―２２１．

１９．鴨澤あかね ２０１３ 国際集団精神療法

集団過程学会（IAGP） 集団精神療法，

２９（１），９３―９４．

２０．鴨澤あかね ２０１３ 産業メンタルヘル

ス活動における集団への働きかけ―個人

の生き残りと発展のために― 集団精神

療法，２９（１），１７―２３．

２１．鴨澤あかね・嶋田博之 ２０１３ 機能的

サ ブ グ ル ー プ（functional subgroup-

ing）を体験する―SCTの手法の体験的

理解について― 集団精神療法，２９

（２），１４２―１４７．

２２．金子真樹・鶴 泰宏他 ２０１３ ２０１２年

度ソーシャライジングクラブ活動報告

医療法人コミュノテ風と虹２０１２年度活動

報告論文集，９８―１０２．

２３．菊池清美・堀川百合子他 ２０１３ ２０１２

年度ウィメンズグループ活動報告 医療

法人コミュノテ風と虹２０１２年度臨床活動

報告論文集，６８―７０．

２４．北西憲二 ２０１３ 仕事への関わりと集

団―森田療法の立場から 集団精神療法

２９（１），９―１６，

２５．北野祥子・古賀 聡 ２０１３ 認知障害

を抱える女性高齢患者への心理劇の適用

心理臨床学研究，３１（２），２５７―２６７．

２６．古賀禎也 ２０１３ のぞえ総合心療病院

との出会いによって，私が得たもの 集

団精神療法，２９（１），９６．

２７．古賀禎也・馬群芳弥他 ２０１３ ２０１２年

度ギャンブルグループ活動報告 医療法

人コミュノテ風と虹２０１２年度活動報告論

文集，９４―９７．

２８．高良 聖 ２０１３ 国際会議に想う 集

団精神療法，２９（１），６７．

２９．高 富栄・二ノ宮正人他 ２０１３ 急性

期病棟・外来グループの実践と意義―病

棟と，地域と，グループと― 集団精神

療法，２９（２），１３７―１４１．

３０．小森康永 ２０１３ 集団と家族，そのユ

ビキタスなもの 集団精神療法，２９

（２），１２７―１３３．

３１．真弓里砂・連理貴司他 ２０１３ ２０１２年

度家族支援プログラム活動報告 医療法
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人コミュノテ風と虹２０１２年度臨床活動報

告論文集，７６―７８．

３２．三上いづみ・権 成鉉他 ２０１３ 永遠

という時に浸る集団 集団精神療法，２９

（２），２２２―２２６．

３３．三上いづみ・太田裕一他 ２０１３ 集団

精神療法における転移―逆転移：複数の

治療者という構造がグループに与える影

響，治療者側が受ける影響―精神科慢性

疾患の力動的集団精神療法の会― 集団

精神療法，２９（２），１６４―１６９．

３４．森 智秀・長田舞子他 ２０１３ ２０１２年

度ゲーム・ネット依存グループ活動報告

医療法人コミュノテ風と虹２０１２年度活動

報告論文集，１０３―１０７．

３５．仲本晴男 ２０１３ 慢性うつ病に対する

集団認知行動療法の適応―スキーマに関

する考察を中心に― 精神療法，３９（１）

特集精神療法の適応，９１―９５．

３６．西村 馨 ２０１３ 多元コード理論から

見た心理療法グループの情緒的コミュニ

ケーション 心理臨床学研究，３１（１），

６０―７１．

３７．西村 馨 ２０１３ 集団精神療法―現在

に回帰する本質的問いとして― 精神療

法，３９（２），７１―８２．

３８．西崎 淳 ２０１３ 個人と集団 集団精

神療法，２９（１），６．

３９．岡崎 翼 ２０１３ 栃木県グループサイ

コセラピー研究会 集団精神療法，２９

（１），９５―９６．

４０．大越拓郎・樋掛忠彦他 ２０１３ アル

コール依存症の入院治療病棟における

「心理ミーティング」の試み 集団精神

療法，２９（２），２３８―２４２．

４１．大宮秀淑 ２０１３ 慢性期統合失調症患

者に対する集団認知機能改善療法

（CRT）の実践報告―error learningの必

要性― こころの健康，２８（２），６８―７０．

４２．大森眞澄・青戸由理子 ２０１３ 精神科

新任看護師のためのサポートグループの

実践 集団精神療法，２９（２），１７０―１７５．

４３．太田倫代 ２０１３ グループが再生を踏

み出すとき―デイケア集団音楽療法の中

で― 集団精神療法，２９（２），２３２―２３７．

４４．落合尚美・石附牧子 ２０１３ グループ

における地域コミュニティの表現と欠如

―地域性の異なる二つの小集団精神療法

の実践から― 集団精神療法，２９（２），

２００―２０５．

４５．才田康成・吉川紗加他 ２０１３ ２０１２年

度 生活習慣改善グループ活動報告 医

療法人コミュノテ風と虹２０１２年度臨床活

動報告論文集，８３―８６．

４６．坂口信貴 ２０１３ 治療共同体を基盤に

した集団精神療法―そのパーソナリティ

障害への適用― 精神療法，３９（１）特集

精神療法の適応，３５―３９．

４７．関 百合・水田博子 ２０１３ グループ

アナリシス・体験グループワークショッ

プ報告 ―ミディアングループのなかで

集団と個人を語り合う― 集団精神療

法，２９（２），１５９―１６３．

４８．重松順子・山口まどか他 ２０１３ ２０１２

年度うつ病の集団精神療法（Dグルー

プ）活動報告 医療法人コミュノテ風と

虹２０１２年度臨床活動報告論文集，７１―７５．

４９．白波瀬丈一郎 ２０１３ 産業精神保健活

動に，集団力動理論を具現化する取り組

み―活動現場が「心理学的になる」こと

を目指して― 集団精神療法，２９（１），３８

―４４．
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５０．設樂友崇 ２０１３ 国際力動的心理療法

研究会 第１８回年次大会 集団精神療

法，２９（１），９１―９２．

５１．「集団精神療法」（第２９巻第１号）２０１３

＜特集２ 東日本大震災からの復興に向

けて（第２報）＞

「東日本大震災からの復興に向けて

（第２報）」に寄せて（西村 馨）

東日本大震災関係者の相互支援グルー

プ� （田原明夫他）
岩手県沿岸部の仮説住宅コミュニティ

支援と，支援チームというグループ（藤

澤美穂）

福島県南相馬市の現状についての報告

（堀 有伸）

被災地での地域精神保健の新たな取り

組み―からころステーションの実践から

―（原 敬造）

集団精神療法，２９（１），４５―７３．

５２．「集団精神療法」（第２９巻第１号）２０１３

＜特集１ 産業メンタルヘルス活動に

『集団』を活かす＞

特集にあたって（白波瀬丈一郎）

仕事への関わりと集団―森田療法の立

場から（北西憲二）

産業メンタルヘルス活動における集団

への働きかけ―個人の生き残りと発展の

ために―（鴨澤あかね）

リワークプログラムの観点から（横山

太範）

地域におけるニート・ひきこもりの若

者への自立支援：人はひとりで立つが故

に共に立つ（平野直己他）

産業精神保健活動に，集団力動理論を

具現化する取り組み―活動現場が「心理

学的になる」ことを目指して―（白波瀬

丈一郎）

集団精神療法，２９（１），７―４４．

５３．田原明夫・高林健示他 ２０１３ 東日本

大震災関係者の相互支援グループ� 集

団精神療法，２９（１），４７―５３．

５４．高林健示・藤 信子他 ２０１３ 東日本

大震災関係者の相互支援グループ報告

―心的外傷の孤立化を対話により克服す

る場として― 集団精神療法，２９（２），１５４

―１５８．

５５．高橋 馨 ２０１３ こもれびミーティン

グがもたらしたもの―ワタシにカッコを

つけないで― 集団精神療法，２９（２），

１９０―１９４．

５６．武井麻子 ２０１３ 巻頭言：３．１１と人間

の絆 集団精神療法，２９（１），４―６．

５７．田辺 等 ２０１３ ２つの受容を巡って

―集団精神療法の立場から― 精神療

法，３９（６），４２―４７．

５８．手塚千惠子・田中優子 ２０１３ 地域で

実施され，精神分析的に方向づけられた

子ども虐待防止母親グループ 集団精神

療法，２９（２），２０６―２１１．

５９．月江ゆかり ２０１３ グループの中での

出会い，自分との出会い 集団精神療

法，２９（２），２５７―２６１．

６０．徳永浩子・古賀禎也他 ２０１３ ２０１２年

度ACグループ活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹２０１２年度臨床活動報告論文

集，５６―５９．

６１．上田玲実・川口玲華他 ２０１３ ２０１２年

度摂食障害グループ活動報告 医療法人

コミュノテ風と虹２０１２年度臨床活動報告

論文集，６４―６７．

６２．上枝加乃・宮本真由美他 ２０１３ 集団

精神療法により隔離室使用が減少した統
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合失調症の一例 集団精神療法，２９

（１），７４―７９．

６３．渡部京太 ２０１３ グループに求めるこ

と―児童精神科病棟の子どもの変化から

みえてくること― 集団精神療法，２９

（２），２４４―２５０．

６４．山口まどか・堀口公平他 ２０１３ 入院

治療期間の短縮化と患者―スタッフミー

ティング 集団精神療法，２９（２），１９５―

１９９．

６５．山口まどか・中村 桂他 ２０１３ ２０１２

年度アルコールグループ活動報告 医療

法人コミュノテ風と虹２０１２年度臨床活動

報告論文集，５１―５５．

６６．山下陽三 ２０１３「鳥取ダルクを見守

る会」の５年間を振り返る集団精神療

法，２９（２），２２７―２３１．

６７．横山太範 ２０１３ リワークプログラム

の観点から 集団精神療法，２９（１），２４―

３０．

C．学会発表

１．赤阪麻由 ２０１３ 難病者のサポート・

グループの場の生成と展開―炎症性腸疾

患病者を対象にしたグループの実践から

― 日本人間性心理学会第３２回大会発表

論文集，１２４―１２５．

２．浅井健史・箕口雅博 ２０１３ 中学生に

対するグループ運動表現療法の適用―体

験内容の観点による有効性の検討― 日

本心理臨床学会第３２回大会論文集，３０３．

３．萩田博探・野村こずえ ２０１３ 個人カ

ウンセリングと集団的関わりを併行する

ことの有益性（その２）―DV被害者支

援と加害者のカウンセリングの連携―

日本心理臨床学会第３２回大会論文集，２９６．

４．濱中恵子 ２０１３ 家族と共同で行う家

族SSTセミナー（家族心理教育）の実践

報告家族がエンパワメントする姿から支

援従事者が学んだこと 日本心理臨床学

会第３２回大会論文集，２６７．

５．原田恵里子・矢代幸子 ２０１３ ネット

いじめの予防を目的としたソーシャルス

キルトレーニング 日本教育心理学会第

５５回総会

６．林 弥生・熊谷芳美他 ２０１３ 地域の

教育相談における発達支援としてのグ

ループ活動（１）―発達障害を中心とした

サポートグループの５年間の試み― 日

本心理臨床学会第３２回大会論文集，６５３．

７．樋掛忠彦 ２０１３ 大会長講演：コミュ

ニティと集団精神療法 日本集団精神療

法学会第３０回大会抄録集，１９．

８．平島奈津子・衛藤暁美他 ２０１３ 集団

認知行動療法に対する力動的な理解の効

用～グループ・スーパ～ビジョンを通し

て～ 日本集団精神療法学会第３０回大会

抄録集，２４．

９．平木典子 ２０１３ アサーション〈自己

表現〉トレーニング 日本心理学会第７７

回大会

１０．平野智子・越川陽介他 ２０１３ セラピ

スト・フォーカシングを用いたセルフ・

ヘルプ・グループの試み 日本人間性心

理学会第３２回大会発表論文集，９８―９９．

１１．堀 有伸 ２０１３ 福島県南相馬市での

精神医療活動について 日本集団精神療

法学会第３０回大会抄録集，２８．

１２．藤 信子・関 百合他 ２０１３ ワーク

ショップ：神経難病のコミュニティーグ

ループ～筋萎縮性側索硬化症・脊髄小脳

変性症・多系統萎縮症の患者・家族・支
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援者の心理支援～ 日本集団精神療法学

会第３０回大会抄録集，３４．

１３．井形 樹・林 弥生他 ２０１３ 地域の

教育相談における発達支援としてのグ

ループ活動（２）―発達障害のある思春期

男子を対象とした社会参加支援の試み―

日本心理臨床学会第３２回大会論文集，

６５４．

１４．池田真人 ２０１３ コミュニティー体験

とグループ体験―集団精神療法家と集団

精神療法の課題として― 日本集団精神

療法学会大会抄録集，５０．

１５．糸井祐二・中村真太郎他 ２０１３ ADL

が自立している患者たちのグループ

『お楽しみ会』の試みから 日本集団精

神療法学会大会抄録集，４３．

１６．岩田光宏 ２０１３ ひきこもり者が初め

て利用したグループワークの形式―グ

ループワークにおける役割・交流の視点

から― 日本心理臨床学会第３２回大会論

文集，４３０．

１７．鴨澤あかね・嶋田博之 ２０１３ ワーク

ショップ：“機能的サブグループ（func-

tional subgrouping）”を体験する 日本

集団精神療法学会第３０回大会抄録集，

３５．

１８．勝野米子 ２０１３ 精神科における長期

入院者による創作活動グループ憩いを目

的としたグループ活動の情緒的変化 日

本心理臨床学会第３２回大会論文集，２４９．

１９．桂麻理子 ２０１３ 地域精神科病院にお

ける集団認知行動療法の試み―さまざま

な障害を背景に持つ参加者を対象とした

プログラムの効果―日本心理臨床学会第

３２回大会論文集，４０１．

２０．梶本浩史・高橋 馨他 ２０１３ ワーク

ショップ：こうえん 日本集団精神療法

学会第３０回大会抄録集，３２．

２１．梶本浩史 ２０１３ シンポジウム：グ

ループに求めるもの 日本集団精神療法

学会第３０回大会抄録集，６２．

２２．惠藤絢香・大隅香苗他 ２０１３ 発達障

害児に対する集団式不安コントロールプ

ログラムの効果（１） 日本心理臨床学会

第３２回大会論文集，１１６．

２３．木村唱子・栃尾順子他 ２０１３ 復職支

援小グループの退行と回復のプロセス―

here and nowの介入を巡って― 日本集

団精神療法学会第３０回大会抄録集，２５．

２４．木村祐子・田所摂寿 ２０１３ 広汎性発

達障害の子を持つ保護者の自助グループ

に関する研究 日本カウンセリング学会

第４６回大会

２５．岸岡智栄 ２０１３ 特別支援学級におけ

るアサーション・トレーニングプログラ

ム開発の試み―発達障害児の自尊感情を

育み，自己表現の改善・向上を目指す心

理療育について―日本心理臨床学会第３２

回大会論文集，２１１．

２６．小林朋子・清水裕香他 ２０１３ 教師の

要因によってソーシャルスキル・トレー

ニングの効果に違いが出るのか？―教師

のビリーフが生徒のソーシャルスキルの

変容に与える影響― 日本教育心理学会

第５５回総会

２７．古賀禎也・堀川百合子他 ２０１３ 病的

ギャンブラーの自立をめぐる課題～家族

関係とグループとの関係～ 日本集団精

神療法学会第３０回大会抄録集，２９．

２８．小森康永 ２０１３ 特別講演：集団と家

族，そのユビキタスなもの 日本集団精

神療法学会第３０回大会抄録集，２０．
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２９．小関俊祐・小関真実 ２０１３ 集団SST

が児童の攻撃行動と行動抑制／活性傾向

に及ぼす効果 日本教育心理学会第５５回

総会

３０．高 富栄・森本松子他 ２０１３ ワーク

ショップ：急性期病棟・外来グループの

実践と意義―病棟と，地域と，グループ

と―日本集団精神療法学会第３０回大会抄

録集，３３．

３１．熊谷芳美・林 弥生他 ２０１３ 地域の

教育相談における発達支援としてのグ

ループ活動（３）―グループ活動への継続

参加による参加児童の変化― 日本心理

臨床学会第３２回大会論文集，６５５．

３２．栗田真里・伊藤 満 ２０１３ アルコー

ル依存症を合併するうつ病に対する集団

療法の効果 日本心理臨床学会第３２回大

会論文集，５５４．

３３．草柳和之 ２０１３ DV加害者自助グ

ループ１５年の活動から見えてきたもの

日本カウンセリング学会第４６回大会

３４．舛田容子・大垣祐歌 ２０１３ 長期入院

患者を対象とした集団コラージュ療法の

取り組みコミュニケーションの空間づく

りの工夫としてご蓙を使用し，変化のみ

られた患者の事例 日本心理臨床学会第

３２回大会論文集，１９９．

３５．松村咲花・小銭寿子 ２０１３ 紙芝居を

用いた体験グループにおける自尊感情の

変化―A大学１．２年生を対象とした調査

を通して― 日本集団精神療法学会大会

抄録集，４８．

３６．三上 いづみ・小出美穂他 ２０１３ 永

遠という時に浸る集団 日本集団精神療

法学会第３０回大会抄録集，３６．

３７．三上温子・佐名手三恵他 ２０１３ 情緒

障害児短期治療施設におけるグループ

ワークの試み その４（中学校） 日本

心理臨床学会第３２回大会論文集，６８５．

３８．森田英誉 ２０１３ 青年期の広汎性発達

障害者への集団心理療法青年期支援ユニ

ットを通じて 日本心理臨床学会第３２回

大会論文集，２３９．

３９．村澤 和多里・原口麻子他 ２０１３ ひ

きこもり青年を対象としたグループミー

ティング―スティグマ化のプロセスから

の脱却― 日本心理臨床学会第３２回大会

論文集，６７３．

４０．長江朱夏・増田雄太 ２０１３ 音楽から

はじまる，起こる，つながる―精神科入

院治療における音楽療法の取り組み―

日本集団精神療法学会第３０回大会抄録

集，４４．

４１．日本教育心理学会（第５５回）２０１３

ソーシャルスキルトレーニングを実践す

るための教育環境づくりとは

原田 恵里子・渡辺弥生（企画者）

星 雄一郎・佐野和則他（話題提供

者）

日本教育心理学会第５５回総会

４２．日本教育心理学会（第５５回）２０１３

学校園における集団ソーシャルスキルト

レーニング（ソーシャルスキル教育）―

幼児期・児童期・青年期を対象とした新

たな実践研究の展開―

本田真大（企画者）

清水寿代・藤枝静暁他（話題提供者）

日本教育心理学会第５５回総会

４３．日本教育心理学会（第５５回）２０１３

研究委員企画チュートリアルセミナー２

：人権教育に関わるアサーション・ト

レーニング―「自他相互尊重」を具現化
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するコツ―

吉田寿夫（企画者）

園田雅代（話題提供者）

日本教育心理学会第５５回総会

４４．日本教育心理学会（第５５回）２０１３

ソーシャルスキルトレーニングの有効性

が期待できる条件―教育の場でどのよう

な時にSSTは有効なのか？―

嶋田洋徳・小関俊祐（企画者）

小関真実・田平 綾他（話題提供者）

日本教育心理学会第５５回総会

４５．日本教育心理学会（第５５回）２０１３

授業の中でのアサーション・トレーニン

グ―教育現場での実践より―

園田雅代（企画者）

黒木幸敏・志村結美他（話題提供者）

日本教育心理学会第５５回総会

４６．日本集団精神療法学会（第３０回）２０１３

シンポジウム：日本AAに求めるもの―

一人のAAメンバーの意見として― 日

本集団精神療法学会第３０回大会抄録集，

６４．

４７．日本集団精神療法学会（第３０回）２０１３

シンポジウム〈「コミュニティと集団

精神療法」―グループに何を求めるか

―〉

樋掛忠彦（司会）

武藤 隆（司会）

渡部京太（シンポジスト）

梶本浩史（シンポジスト）

月江ゆかり（シンポジスト）

ひいらぎ（シンポジスト）

日本集団精神療法学会第３０回大会抄録集，

６１―６４．

４８．西澤佳代・田上不二夫 ２０１３ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（６０）―単級のクラスで密かに進行して

いた「いじめ」を解消していった事例―

日本カウンセリング学会第４６回大会

４９．新田耕佑・黒崎優美 ２０１３ つながり

による安心な「まち」を目指して 原子

価論に基づく主観的安心感尺度の作成と

検証 日本集団精神療法学会大会第３０回

大会抄録集，５１．

５０．野島一彦・権 成鉉他 ２０１３ ワーク

ショップ：集団精神療法における転移―

逆転移―複数の治療者という構造がグ

ループに与える影響，治療者側が受ける

影響― 精神科慢性疾患の力動的集団精

神療法の会 日本集団精神療法学会第３０

回大会抄録集，５５．

５１．野村こずえ・萩田博探 ２０１３ 個人カ

ウンセリングと集団的関わりを併行する

ことの有益性（その１）―DV被害者援

助を目的としたDV加害者への介入―

日本心理臨床学会第３２回大会論文集，

２９５．

５２．野村喜三枝・廣瀬寛子 ２０１３ 緩和医

療における「遺族のためのサポートグ

ループ」 日本カウンセリング学会第４６

回大会

５３．落合尚美・石附牧子 ２０１３ グループ

が繋いできたもの 文化の異なる二つの

小集団精神療法の実践から 日本集団精

神療法学会第３０回大会抄録集，４６．

５４．小倉正義・百々恵子他 ２０１３ 発達障

害児に対する集団式不安コントロールプ

ログラムの効果（２）プログラムの地域普

及に向けて― 日本心理臨床学会第３２回

大会論文集，１１７．

５５．重田理佐 ２０１３ デイケア心理教育プ

ログラムでのフリートークの意義―病者
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の思いを共有すること― 日本集団精神

療法学会第３０回大会抄録集，４１．

５６．大江真智子・菊島勝也 ２０１３ 労働者

の精神的健康の向上に関するストレスマ

ネジメントプログラムの作成と実践の試

み―介護職員を対象としたプログラムに

おけるホームワークへの取り組みと関心

度との関連について― 日本心理臨床学

会第３２回大会論文集，６３１．

５７．大越拓郎・樋掛忠彦他 ２０１３ アル

コール依存症の入院治療病棟における

「心理ミーティング」の試み 日本集団

精神療法学会第３０回大会抄録集，５７．

５８．太田倫代 ２０１３ グループが再生を踏

み出すとき―デイケア集団音楽療法の中

で― 日本集団精神療法学会第３０回大会

抄録集，５６．

５９．大和田攝子・大和田康二 ２０１３ 遺族

サポートグループが参加者の人間的成長

に及ぼす影響 日本心理学会第７７回大会

６０．佐名手三恵・三上温子他 ２０１３ 情緒

障害児短期治療施設におけるグループ

ワークの試み その４（小学校） 日本

心理臨床学会第３２回大会論文集，６８４．

６１．猿渡英代子・安曇真紀他 ２０１３ 多職

種によるピア・グループスーパーヴィジ

ョンの実践 日本集団精神療法学会第３０

回大会抄録集，２７．

６２．佐々木大輔 ２０１３ TRPGを利用した

社会的スキルトレーニングは可能か 日

本心理学会第７７回大会

６３．関 百合・水田博子 ２０１３ ワークシ

ョップ：グループアナリシス・体験グ

ループワークショップ―ミディアング

ループのなかで集団と個人を語り合う―

日本集団精神療法学会第３０回大会抄録

集，５４．

６４．関根知彦・塩田このみ他 ２０１３ 成人

PDD者を対象としたグループ療法の開

発とモデル化について―クリニックでの

自己理解・セルフエスティームの回復・

社会とのつながりを目指した支援の試み

― 日本心理臨床学会第３２回大会論文

集，２７．

６５．白水 信 ２０１３ ひきこもり経験者の

自己概念と問題意識―自助グループにお

ける語り合いから― 日本人間性心理学

会第３２回大会発表論文集，１２２―１２３．

６６．柴田応介・工藤 剛他 ２０１３ グルー

プにおける観測問題―グループの基底的

想定とリーダーシップとのかかわり―

日本集団精神療法学会大会抄録集，４９．

６７．杉浦崇仁・村山正治他 ２０１３ 精神科

デイケアにおけるPCAグループの試み

日本人間性心理学会第３２回大会発表論文

集，１８０―１８１．

６８．諏訪部亮一 ２０１３ 発達障害を持つ成

人への集団療法―同じ診断を持つ参加者

と関わる事で得られる情緒的交流と自己

理解― 日本心理臨床学会第３２回大会論

文集，２６．

６９．田原明夫・藤 信子他 ２０１３ ワーク

ショップ：東日本大震災関係者相互支援

グループの経過報告と今後を考える２

日本集団精神療法学会第３０回大会抄録

集，５３．

７０．高橋 馨 ２０１３ こもれびミーティン

グがもたらしたもの―ワタシにカッコを

つけないで― 日本集団精神療法学会第

３０回大会抄録集，４２．

７１．谷井淳一 ２０１３ 主役へのウォーミン

グアップ尺度の開発（２）―連続８回のサ
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イコドラマセッションにおける主役準備

性の変化― 日本教育心理学会第５５回総

会

７２．田山 淳 ２０１３ 大学新入生に対する

うつ予防効果を目的とした集団認知行動

療法の効果 日本カウンセリング学会第

４６回大会

７３．手塚千惠子・田中優子 ２０１３ 地域で

実施され，精神分析的に方向づけられた

子ども虐待防止母親グループ 日本集団

精神療法学会第３０回大会抄録集，４７．

７４．月江ゆかり ２０１３ シンポジウム：看

護師が行うグループにこだわって 日本

集団精神療法学会第３０回大会抄録集，

６３．

７５．上原貴夫 ２０１３ キャンプ・カウンセ

リングに関する研究（５）―不登校や障が

いなどの小中学生を対象としたキャンプ

における「導入部」について― 日本教

育心理学会第５５回総会

７６．若林邦江・馬場安希 ２０１３ 心療内科

病棟における摂食障害患者向け集団療法

の実践多職種チームにおける心理職の役

割 日本心理臨床学会第３２回大会論文

集，２３４．

７７．渡部京太 ２０１３ シンポジウム：グ

ループに求めること―児童精神科病棟の

子どもの変化からみえてくること― 日

本集団精神療法学会第３０回大会抄録集，

６１．

７８．山口まどか・堀川公平他 ２０１３ 入院

治療期間の短縮化と患者―スタッフミー

ティング 日本集団精神療法学会大会抄

録集，４５．

７９．山本智美・黒田浩司 ２０１３ うつ病休

職者のリワークプログラムにおける心理

的変化 日本心理臨床学会第３２回大会論

文集，４１３．

８０．山下陽三 ２０１３「鳥取ダルクを見守

る会」の５年間を振り返る 日本集団精

神療法学会第３０回大会抄録集，３７．

８１．安田淑恵・平木典子 ２０１３ アサーシ

ョン・トレーニングが勤労者のメンタル

ヘルスに与える影響に関する検討 日本

産業カウンセリング学会第１８回金沢大会

８２．安里勝人・原由香里 ２０１３ 当院にお

けるアルコール依存症入院治療プログラ

ムと自助グループとの連携について グ

ラウンデッド・セオリー・アプローチを

用いた自助グループへ繋がるプロセスの

探索 日本集団精神療法学会第３０回大会

抄録集，３０．

８３．横山太範・岡島美朗他 ２０１３ ワーク

ショップ：多様化するうつ病に対する集

団精神療法（２）―集団認知行動療法，

バーバルグループ，アクショングループ

の比較― 日本集団精神療法学会第３０回

大会抄録集，５２．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

１．西村 馨 ２０１３ 特集２ 「東日本大

震災からの復興に向けて（第２報）」に

寄せて 集団精神療法，２９（１），４５―４６．

２．白波瀬丈一郎 ２０１３ 特集１ 産業メ

ンタルヘルス活動に『集団』を活かす

特集にあたって 集団精神療法，２９

（１），７―８．

F．海外文献紹介
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１．鴨澤あかね ２０１３ SCT―システム・

センター・グループサイコセラピー：リ

ビング・ヒューマン・システム論とシス

テム・センターの実践（後編）（Agaz-

arian, Y.M.（２０１２）Systems―centered

group psychothrapy : A theory of living

human systems and its systems―cen-

tered practice,The Journal of the Eastern

Group Psychotherapy Society,３６（１）,１９

―３６.） 集団精神療法，２９（１），８０―８６．

２．川村良枝 ２０１３ 集団精神療法におけ

る退行の概念（Scheidlinger, S.（１９６８）

The concept of regression in gropther-

apy,internationa Journal of Group Psy-

chotherapy,１８, ２―２０.） 集 団 精 神 療

法，２９（２），２７６―２８１．

３．岡島美朗 ２０１３ 転移のある乳癌患者

の生存期間への心理社会的治療の効果

（Spiegel, D. et al.（１９８９）Effect of Psy-

chosocial treatment on patients with me-

tastraticbreast cncer, The Lancet,２,８８８―

８９１.） 集団精神療法，２９（１），８７―９０．

４．嶋田博之 ２０１３ 愚痴から戦略へ：シ

ステムの力動を学ぶ実習の場としての全

職員会議の活用（Gibbons, D.（２００５）

From complaints to strategies : Using

agency’s all―staff meetings as a learnin-

glab for understanding system dynamics.

In Gantt S. A. , and Agazarian Y. M.

（Eds.）, SCT in action : Applying the sys-

tems―centered approach in organization.

Lincoln : iUniverse,６５―７９.） 集団精神療

法，２９（２），２６９―２７５．

付：「集団精神療法」に関する文献リスト

〔～２０１２〕の追録

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．藤野正和・田中沙来人・遠矢浩一・針

塚 進 ２０１２ 発達障害児のための集団

心理療法「もくもくグループ」の検討―

グループ参加者に対する予後調査― 九

州大学総合臨床心理研究，４，１１―１７．

２．後藤清恵 ２０１２ グループは大地 集

団精神療法，２８（２），２６９．

３．服部隆志・塩見沙織他 ２０１２ 青年期

の不登校・ひきこもりに対するSSTの実

践 心理臨床学研究，３０（４），５１３―５２３．

４．堀 有伸 ２０１２ 全体性への誘惑に抗

して 集団精神療法，２８（１），４１―４７．

５．星野法昭 ２０１２ 私の仕事とグループ

集団精神療法，２８（１），３８．

６．藤田貴士 ２０１２ 幻聴妄想かるたから

thank you―risk 集団精神療法，２８（２），

２６４．

７．稲村 茂 ２０１２ 被災者支援で生かさ

れるグループの視点 集団精神療法，２８

（１），３２―３８．

８．井上麻紀 ２０１２ 師匠がくださった言

葉 集団精神療法，２８（１），８０．

９．磯田雄二郎 ２０１２ 器としてのグルー

プ作り―統合失調症のグループ８年間の

振り返り― 集団精神療法，２８（１），６２―

６６．

１０．甲斐千晶・遠矢浩一他 ２０１２ 対人関

係に困難を有する子どもの行動特徴と保

護者の精神的健康度の関連について―集

団遊戯療法「もくもくグループ」を卒業

した児童に関する予後調査より― 九州

大学総合臨床心理研究，４，１９―２４．

－ 22－



１１．鍛冶美幸 ２０１２ スクールカウンセ

ラーの学校集団適応過程に関する一考察

―境界人における多重集団所属の概念を

用いて― 集団精神療法，２８（１），６７―

７３．

１２．鎌田明日香 ２０１２ 出会いの予感 集

団精神療法，２８（２），２８９．

１３．狩野力八郎 ２０１２ 安んじて精神療法

を実践する 集団精神療法，２８（２），

１９９９．

１４．片山泰生 ２０１２ 学会入会と，今ここ

で思い出すこと 集団精神療法，２８

（１），２２．

１５．北島歩美・安藤由紀子他 ２０１１ ２０１１

年度 グループ・セミナー活動の実践報

告 日本女子大学カウンセリングセン

ター報告書３５号（２０１１）３０―３７．

１６．古 賀 恵 里 子 ２０１２ １５th European

Symposium in Group Analysis 集団精

神療法，２８（１），８１―８２．

１７．小谷英文 ２０１２ 巻頭言：震災復興支

援の力と集団 集団精神療法，２８（１），

５―７．

１８．小山徹平・山本佳子他 ２０１２ 妄想幻

聴症状に対する集団セッションの効果の

検討―心理教育，ロールプレイ技法が認

知変容に及ぼした効果の比較― 精神療

法，３８（５），９９―１０４．

１９．水田博子 ２０１２（有）東京集団精神

療法研究所（Institute of Tokyo Group

and Individual Psychotherapy）の活動

集団精神療法，２８（１），８３―８４．

２０．本吉 菜つみ・遠矢浩一他 ２０１２ 対

人関係に困難を有する児童・生徒の行動

特徴の変化―集団心理療法「もくもくグ

ループ」在籍時と卒業後のCBCL得点の

比較から― 九州大学総合臨床心理研

究，４，２５―３３

２１．西川昌弘・高林健示他 ２０１２ 東日本

大震災関係者のための相互支援グループ

�―３月１１日から８カ月に於ける初期作
業位相でのグループ主題― 集団精神療

法，２８（１），１６―２３．

２２．西村 馨 ２０１２ 特集「東日本大震災

からの復興に向けて（第１報）」に寄せ

て 集団精神療法，２８（１），８―９．

２３．岡島純子・鈴木伸一 ２０１２ 自閉症ス

ペクトラム障害児に対する社会的スキル

訓練―欧米との比較による日本における

現状と課題― カウンセリング研究，４５

（４），２２９―２３８．

２４．小澤永治・遠矢浩一他 ２０１２ 発達障

害児のための集団心理療法「もくもくグ

ループ」の意義と課題�―卒業生を対象
とした知能検査および面接調査から―

九州大学総合臨床心理研究，４，３５―４４．

２５．小澤永治・遠矢浩一他 ２０１２ 発達障

害児のための集団心理療法「もくもくグ

ループ」の意義と課題�―卒業生の保護
者を対象とした面接調査から― 九州大

学総合臨床心理研究，４，４５―５９．

２６．齊藤英二 ２０１２ 特集にあたって 集

団精神療法，２８（１），３９―４０．

２７．「集団精神療法」（第２８巻第１号）２０１２

＜特集１ 東日本大震災からの復興に向

けて（第１報）＞

特集「東日本大震災からの復興に向け

て（第１報）」に寄せて（西村 馨）

被災地の体験から（宇田川 一夫）

東日本大震災のための相互支援グルー

プ�（西川昌弘他）
東日本大震災でのこころのケアと
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PTSD（田辺 等）

被災者支援で生かされるグループの視

点（稲村 茂）

集団精神療法，２８（１），８―３８．

２８．「集団精神療法」（第２８巻第１号）２０１２

＜特集２ 統合失調症のグループの現

在＞

統合失調症のグループの現在（齋藤英

二）

全体性への誘惑に抗して（堀 有伸）

精神科病院男子閉鎖病棟でのコミュニ

ティーミーティング―シナリオで示す集

団精神療法の実際―（高林健示）

器としてのグループ作り―統合失調症

のグループ８年間の振り返り―（磯田雄

二郎）

集団精神療法，２８（１），３９―６６．

２９．菅 武史 ２０１２ 水の中のグループ

集団精神療法，２８（１），７８．

３０．田辺 等 ２０１２ 東日本大震災でのこ

ころのケア活動とPTSD 集団精神虜

法，２８（１），２４―３１．

３１．高林健示 ２０１２ 精神科病院男子閉鎖

病棟でのコミュニティーミーティング―

シナリオで示す集団精神療法の実際―

集団精神療法，２８（１），４８―５５．

３２．田中沙来人・小澤永治他 ２０１２ 発達

障害児のための集団心理療法「もくもく

グループ」の検討―CBCL・WISC�に
よる子どもの行動特徴と認知的特徴の縦

断的検討― 九州大学総合臨床心理研

究，４，６９―７５．

３３．谷井淳一 ２０１２ サイコドラマ効果測

定尺度の作成 カウンセリング研究，４５

（２），１１１―１２２．

３４．宇田川一夫 ２０１２ 被災地の体験から

集団精神療法，２８（１），１０―１５．

３５．吉川桃子・遠矢浩一他 ２０１２ 発達障

害児のための集団心理療法「もくもくグ

ループ」における「親の会」の意義と課

題―卒業生の保護者を対象とした「親の

会」での体験に関する追跡調査から―

九州大学総合臨床心理研究，４，７７―８５．

３６．義村 勝 ２０１２ リワークに於ける精

神力動的患者理解 集団精神療法，２８

（２），２２８．

３７．座間味愛理・遠矢浩一他 ２０１２ 発達

障害を有する青年の適応と課題―集団心

理療法「もくもくグループ」の終結者を

対象とした追跡調査から― 九州大学総

合臨床心理研究，４，８７―９７．

C．学会発表

１．日本心理臨床学会（第３１回）２０１２

自主シンポジウム〈BIONの臨床を学ぶ

―基本的な概念の理解�―〉
Med Hafsi（企画者）

別所崇（司会者）

Med Hafsi・小畑千晴・黒崎優美・笹

内美里（話題提供者）

日本心理臨床学会第３１回大会論文集，７４１．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

１．袰岩秀章 ２０１２ 野島一彦監修：『グ

ループ臨床家を育てる―ファシリテーシ

ョンを学ぶシステム・活かすプロセス

―』 集団精神療法，２８（１），７９―８０．

F．海外文献紹介
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１．塚瀬将之 ２０１２ 精神病患者グループ

における治療要因（Garcia―Cabeza, I. et

al.（２０１１）Therapeutic factors in patient

groups with psychosis, Group Analysis,

４４（４）,４２１―４３８.） 集団 精 神 療 法，２８

（１），７４―７８．

〔お願い〕

リストに収録した文献の記述上の誤りを

見つけられた方，もれている文献を御存知

の方は．筆者まで御連絡願えれば幸いであ

る．

連絡先 〒３５２―８５０１ 埼玉県新座市中野１

―９―６ 跡見学園女子大学文学部

野島一彦

TEL ０４８―４７８―４２５２

FAX ０４８―４７８―３４７５

E―mail nojima@atomi.ac.jp

URL thhp : //nojimakazuhiko.

jimdo.com/

－ 25－


